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１．四半期財務情報の作成等に係る事項 
  ① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無     ： 有 
     引当金及び税金費用の計上基準等に一部簡便的な方法を採用しております。 

② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無    ： 無 
③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無           ： 無 

 
２．平成 19 年 3 月期第 3 四半期財務・業績の概況（平成 18 年 4 月 1 日～平成 18 年 12 月 31 日） 
(１)経営成績(連結)の進捗状況                (注)金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

  売上高 営業利益 経常利益 四半期(当期)純利益

百万円 ％       百万円 ％ 百万円 ％      百万円 ％

19 年 3 月期第 3 四半期     35,483    3.2   4,108 △ 0.4       3,991  , ‘2.3      2,177 223.4 
18 年 3 月期第 3 四半期    34,366   6.4  4,126    4.9    3,901  13.7       ,673 270.5 
(参考) 18 年 3 月期 45,791      5,251       5,009        .1,372   
 

  1 株当たり 潜在株式調整後 1 株当たり

  四半期(当期)純利益 四半期(当期)純利益 

   円 銭    円 銭 

19 年 3 月期第 3 四半期     99.   75       99.  34 
18 年 3 月期第 3 四半期     29.   36        29.  27 
(参考) 18 年 3 月期       59.   85        59.   62 
(注) 売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 
 
〔経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等〕 
当第 3 四半期におけるわが国経済は、企業収益の改善や民間設備投資の堅調な推移とともに雇用も緩やかなが

ら改善に向かい、景気は概ね回復基調が続きました。しかしながら、原油価格の高騰、米国景気の減速懸念など

先行き不透明感が残り、外食業界におきましても、個人消費は回復しつつありますが、飲酒運転の取締り強化に

よる影響も懸念されるなど厳しい経営環境が続いております。 
このような状況のもとで当社グループは、より質の高いサービスの提供を目指し、積極的に販売活動を推進し

てまいりました。コアメニューの「餃子」以外の売筋主力メニューである「炒飯」や「天津飯」などを月間強化

メニューと位置付け、一品一品の基本を見直してまいりました。また、昨年の１２月に飲酒運転防止キャンペー

ンと銘打ち、駐車場のある郊外型店舗でドライバーのお客様を対象に販売促進活動を行ってまいりました。 
 店舗展開の状況につきましては、当期の出店計画に基づき、関西、関東地区を中心に直営１０店、フランチャ

イズ（以下ＦＣという）５店の新規出店、ＦＣから直営へ１店を移行する一方、ＦＣ７店の閉鎖がありました。

これにより期末店舗数は、直営３１６店（うちＬＳ[委託ライセンスシステム]６店）、ＦＣ１８１店（うち委託Ｆ

Ｃ６店）となりました。また、新規出店と並行して、既存店の改装にも新規出店並みの設備投資を行うなど力を

入れ、一店一店地域に密着した繁盛店作りを進めてまいりました。 
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以上のような事業展開に努めた結果、連結売上高は、前年同期に比べて１１億１６百万円（３．２％）増加し、     

３５４億８３百万円となりました。また、直営店の既存店売上高も前年同期に比べて０．８％増加となりました。 
営業利益は、エネルギーコストの高騰や新規出店及び既存店改装に伴う減価償却費の増加等があり、前年同期

に比べて１８百万円（０．４％）減少し、４１億８百万円となりました。 
経常利益は、支払利息の減少等により、前年同期に比べて９０百万円（２．３％）増加し、３９億９１百万円

となりました。 
四半期純利益は、特別損失が前年同期に比べ減少したことなどにより、大幅な増益となり前年同期に比べて  

１５億４百万円（２２３．４％）増加し、２１億７７百万円となりました。 
 
(２)財政状態（連結）の変動状況 

 

  総資産 純資産 自己資本比率 1 株当たり純資産 

         百万円       百万円              ％          円  銭 

19 年 3 月期第 3 四半期 46,564 20,975 45.0  963. 93 
18 年 3 月期第 3 四半期 49,014 21,237 43.3 927. 43 
(参考) 18 年 3 月期 47,272 22,128 46.8 966. 34 

〔財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等〕 
当第 3 四半期末の財政状態につきましては、総資産４６５億６４百万円（前連結会計年度末比７億７百万円減

少）、負債の部合計２５５億８９百万円（前連結会計年度末比４億４５百万円増加）、純資産（資本）の部合計   

２０９億７５百万円（前連結会計年度末比１１億５３百万円減少）となりました。 
また、中長期的な資金調達基盤の安定化と効率化を図るため、当社取引銀行によるシンジケート団との間で総

額５０億円のコミットメントライン契約を締結しております。なお、平成１８年１２月３１日現在、実行残高は

ありません。 
 
【連結キャッシュ・フローの状況】 
    営 業 活 動 に よ る  投 資 活 動 に よ る 財 務 活 動 に よ る    現金及び現金同等物

   キャッシュ・フロー キャッシュ・フロー キャッシュ・フロー   四半期末(期末)残高

       百万円       百万円           百万円          百万円   
19 年 3 月期第 3 四半期    5,207    △2,136      △2,752  ,      2,942    
18 年 3 月期第 3 四半期   ,4,532    △2,275     △1,120 ,      4,057    
(参考) 18 年 3 月期    6,289    △2,962     △3,625      2,624   
 
 当第 3 四半期の連結キャッシュ・フローの状況につきましては、現金及び現金同等物の残高は前連結会計年度

末に比べ３億１８百万円増加し、当第 3 四半期末には２９億４２百万円となりました。 
 当第 3 四半期における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。 
 
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
営業活動の結果得られた資金は前年同期より６億７４百万円増加し、５２億７百万円（前年同期比１４．９％

増）となりました。主な内訳は、税金等調整前四半期純利益３６億９３百万円に減価償却費１３億３９百万円及

び法人税等の還付２億１６百万円等を加えた額から法人税等の支払額４０百万円等を減じた額であります。 
 
（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
投資活動の結果使用した資金は前年同期より１億３８百万円減少し、２１億３６百万円（前年同期比６．０％

減）となりました。主な内訳は、有形固定資産の取得２２億９９百万円、投資有価証券の取得１億２１百万円等

による支出、投資不動産の売却代金の回収３億１５百万円等による収入であります。 
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（財務活動によるキャッシュ・フロー） 
財務活動の結果使用した資金は前年同期より１６億３２百万円増加し、２７億５２百万円（前年同期比    

１４５．７％増）となりました。主な内訳は、自己株式の取得２７億６６百万円、社債の償還１３億４２百万円

及び配当金の支払５億７２百万円等による支出、借入金の純増加額１０億９５百万円、社債の発行３億９１百万

円及び自己株式の処分４億４１百万円等による収入であります。 
 
 
３．平成 19 年 3 月期の連結業績予想（平成 18 年 4 月 1 日～平成 19 年 3 月 31 日） 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 
通 期 

       百万円 
   47,672 

        百万円 
5,287 

         百万円 
5,182 

        百万円 
2,597 

(参考)  １株当たり予想当期純利益 （通期） 119 円 39 銭 
 
〔連結業績予想に関する定性的情報等〕 
当初（平成 18 年５月 19 日決算発表時）の見通しに対して、当第 3 四半期連結業績は想定した範囲内の実績で

あるため、達成できるものと見込み、業績予想は変更しておりません。 
 

※ 上記の業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり

ます。実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 
 
 
 

以 上   
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〔添付資料〕

１．（要約）四半期連結貸借対照表
( 単位 : 百万円 )

増　　減                    期　　　　別

当四半期 前連結会計年度末 前年同四半期

（平成１9年3月期
（平成１8年3月期末）

（平成１8年3月期

科　　　　目 第3四半期末） 第3四半期末）

金　　　額 構成比 金　　　額 構成比 金　　　額 増減率 金　　　額 構成比

( 資 産 の 部 ） % % % %
 Ⅰ 流 動 資 産 4,234 9.1 4,872 10.3 △ 638 △ 13.1 5,514 11.3

１．現 金 及 び 預 金 3,015 2,705 309 4,144
２．売 掛 金 118 87 31 115
３．た な 卸 資 産 334 227 106 321
４．そ の 他 の 流 動 資 産 766 1,851 △ 1,085 933

 Ⅱ 固 定 資 産 42,330 90.9 42,399 89.7 △ 69 △ 0.2 43,499 88.7
１．有 形 固 定 資 産 34,961 75.1 34,626 73.3 334 1.0 34,640 70.7
２．無 形 固 定 資 産 81 0.2 98 0.2 △ 17 △ 17.2 80 0.1
３．投 資 そ の 他 の 資 産 7,287 15.6 7,673 16.2 △ 386 △ 5.0 8,778 17.9
 
　

資       産       合       計 46,564 100.0 47,272 100.0 △ 707 △ 1.5 49,014 100.0

（ 負 債 の 部 ）

 Ⅰ 流 動 負 債 15,036 32.3 11,231 23.8 3,804 33.9 12,247 25.0
１．買 掛 金 1,201 1,125 75 1,209
２．一 年 内 償 還 予 定 の 社 債 1,520 1,565 △ 45 1,565
３．短 期 借 入 金 3,120 280 2,840 1,150
４．一年内返済予定の長期借入金 5,622 5,253 369 5,414
５．そ の 他 の 流 動 負 債 3,572 3,007 564 2,909

 Ⅱ 固 定 負 債 10,552 22.7 13,912 29.4 △ 3,359 △ 24.1 15,529 31.7
１．社 債 2,680 3,577 △ 897 3,840
２．長 期 借 入 金 5,579 7,693 △ 2,113 8,905
３．そ の 他 の 固 定 負 債 2,293 2,641 △ 348 2,784
 
　

負       債       合       計 25,589 55.0 25,143 53.2 445 1.8 27,776 56.7

（ 資 本 の 部 ）

 Ⅰ 資 本 金 - - 8,166 17.3 - - 8,166 16.6
 Ⅱ 資 本 剰 余 金 - - 9,027 19.1 - - 9,027 18.4
 Ⅲ 利 益 剰 余 金 - - 8,793 18.6 - - 8,098 16.5
 Ⅳ 土 地 再 評 価 差 -額 金 - △ 3,910 △ 8.3 - - △ 3,914 △ 8.0
 Ⅴ その -他有価証券評価差額金 - 458 1.0 - - 276 0.6
 Ⅵ 為 替 換 算 調 整 -勘 定 - 10 0.0 - - 0 0.0
 Ⅶ 自 己 株 式 - - △ 416 △ 0.9 - - △ 416 △ 0.8

資       本       合       計 - - 22,128 46.8 - - 21,237 43.3

負  債  及  び  資  本  合  計 - - 47,272 100.0 - - 49,014 100.0

（ 純 資 産 の 部 ）

 Ⅰ 株 主 資 本 24,510 52.6 - - - - - -
１．資 本 金 8,166 17.5 - - - - - -
２．資 本 剰 余 金 9,026 19.4 - - - - - -
３．利 益 剰 余 金 9,999 21.5 - - - - - -
４．自 己 株 式 △ 2,682 △ 5.8 - - - - - -

 Ⅱ 評 価 ・ 換 算 差 額 等 △ 3,550 △ 7.6 - - - - - -
１．その他有価証券評価差額金 7 0.0 - - - - - -
２．土 地 再 評 価 差 額 金 △ 3,571 △ 7.6 - - - - - -
３．為 替 換 算 調 整 勘 定 12 0.0 - - - - - -

 Ⅲ 新 株 予 約 権 15 0.0 - - - - - -
１．新 株 予 約 権 15 0.0 - - - - - -

純　　　資　　　産       合       計 20,975 45.0 - - - - - -

負  債  及  び  純　資　産  合  計 46,564 100.0 - - - - - -

― ４ ―



別

２．（要約）四半期連結損益計算書
( 単位 : 百万円 ) 

　　　　　　　　　　期　　　　　
当四半期 前年同四半期

増　　減

(参考)

（平成１9年3月期 （平成１8年3月期
平成18年3月期

科　　　　　目 第3四半期） 第3四半期）
 

金　　　額 百分比 金　　　額 百分比 金　　　額 増減率 金　　　額 百分比

　　 % % % %
Ⅰ 売 上 高 　 35,483 100.0 34,366 100.0 1,116 3.2 45,791 100.0
　　 　
Ⅱ 売 上 原 価 　 10,849 30.6 10,556 30.7 292 2.8 14,082 30.8
　　 　
　　 売 上 総 利 益 24,634 69.4 23,809 69.3 824 3.5 31,709 69.2
  　
Ⅲ 販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 　 20,526 57.9 19,683 57.3 843 4.3 26,457 57.8

　　 営 業 利 益 4,108 11.5 4,126 12.0 △ 18 △ 0.4 5,251 11.4

Ⅳ 営 業 外 収 益 　 179 0.5 181 0.5 △ 2 △ 1.1 274 0.6

Ⅴ 営 業 外 費 用 　 295 0.8 406 1.1 △ 110 △ 27.2 516 1.1
　　 　 　
　 経 常 利 益 3,991 11.2 3,901 11.4 90 2.3 5,009 10.9

Ⅵ 特 別 利 益 　 － － 338 1.0 △ 338 － 441 1.0

Ⅶ 特 別 損 失 　 298 0.8 1,186 3.5 △ 888 △ 74.9 1,264 2.8

税 金 等 調 整 前 四 半 期

（ 当 期 ） 純 利 益
3,693 10.4 3,053 8.9 640 21.0 4,186 9.1

法 人 税 等 1,515 4.3 2,379 6.9 △ 864 △ 36.3 2,813 6.1
 

四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益 2,177 6.1 673 2.0 1,504 223.4 1,372 3.0

― ５ ―



３．（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
( 単位 : 百万円  )

期　　　　別　　　　
当四半期 前年同四半期 (参考)

(平成19年3月期 (平成18年3月期
平成18年3月期

区　　　　分 第3四半期） 第3四半期）

金        額 金        額 金        額
Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期（当期）純利益 3,693 3,053 4,186
減価償却費 1,339 1,188 1,642
減損損失 － 185 185
事業撤退損 － 704 704
貸倒引当金の増加額 13 5 6
受取利息及び受取配当金 △ 31 △ 21 △ 24
投資有価証券売却益 － △ 199 △ 199
支払利息 211 298 377
投資有価証券評価損 85 － －
固定資産除売却損益 206 285 360
収用補償金 － － △ 100
たな卸資産の増加額 △ 106 △ 103 △ 10
仕入債務の増加額 75 149 65
未払消費税等の減少額 △ 21 △ 73 △ 53
その他 △ 241 △ 200 364
　　　小　　　　計 5,225 5,272 7,505
利息及び配当金の受取額 31 21 24
利息の支払額 △ 225 △ 314 △ 382
法人税等の還付額 216 － －
法人税等の支払額 △ 40 △ 446 △ 857

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,207 4,532 6,289
Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額 8 △ 2 2
有形固定資産の取得による支出 △ 2,299 △ 2,467 △ 2,983
有形固定資産の売却による収入 78 28 30
収用補償金の受取による収入 63 － 70
投資有価証券の取得による支出 △ 121 △ 1,270 △ 1,302
投資有価証券の売却による収入 － 248 248
貸付けによる支出 △ 47 △ 101 △ 111
貸付金の回収による収入 45 527 539
差入保証金の差入による支出 △ 134 △ 167 △ 219
投資不動産の売却による収入 315 845 860
その他 △ 44 84 △ 96

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 2,136 △ 2,275 △ 2,962
Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増加額 2,840 1,050 180
長期借入れによる収入 2,400 4,128 4,128
長期借入金の返済による支出 △ 4,144 △ 5,644 △ 7,017
社債の発行による収入 391 893 893
社債の償還による支出 △ 1,342 △ 1,132 △ 1,395
自己株式の取得による支出 △ 2,766 △ 70 △ 70
自己株式の処分による収入 441 － －
配当金の支払額 △ 572 △ 344 △ 344
その他 － 0 0

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 2,752 △ 1,120 △ 3,625
Ⅳ　現金 金同等 係る及び現 物に 換算差額 0 0 0

Ⅴ　現金及び現金同等物の増減額 318 1,136 △ 297

Ⅵ　現金及び現金同等物の期首残高 2,624 2,921 2,921

Ⅶ　現金及び現金同等物の四半期（期末）残高　 　 2,942 4,057 2,624

― ６ ―



 

４．四半期連結部門別売上高の明細 

 
 

 ( 単位:百万円 )    
当四半期 

（平成 19 年 3 月期第 3 四半期） 
前年同四半期 

（平成 18 年 3 月期第 3 四半期） 
  

店舗数 金額 店舗数 金額 
 

中 華 専 門 店 
 直 営 店           
  フランチャイズ加盟店           
 

       店 
 

     312 
     181 

 
 

   31,973 
    3,302 

       店 
 

302 
187 

 
 

  30,754 
   3,415 

 

 小    計 
 

そ の 他 
( 主 と し て 直 営 和 食 店 ) 

   

     493 
 
       4 
     

 

   35,275 
     
     ,207 

 

   

     489 
 
       3 
     

     

    34,170 
 

       196 

 合    計      497    35,483      492  34,366 
         (注) １．店舗数は第3四半期末時点の店舗数です。 

            )２．中華直営店には、子会社が運営する 2 店舗が含まれています。 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― ７ ― 


	貸借対照表
	連結貸借

	損益計算書
	連結損益

	ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ
	ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ


